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ようこそ、デルタ学区へ 

私は国際プログラム全てのスタッフを代表して、デルタ学区へ入学される留学生の皆様を温かく歓迎

致します。あなたは今からカナダでのエキサイティングな冒険を開始しようとしています。そして私たちは、

そんなあなたをサポートする事を光栄に思っています。 

あなたの新しい学習、生活環境に適用できるように、私達はこのオリエンテーションハンドブックを用意

しました。ここに記載されている内容を理解するには、しばらく時間がかかります。あなたの生活と学校

両方の環境をサポートするために、様々なスタッフがあなたを支援します。 

デルタでの時間を楽しんで下さい。私達はあなたが学習目標を達成し、生涯続く大切な友情を築く

事を願っています。あなた自身が成功の達人です。独自のユニークな方法でこの機会を大いに活用し

て下さい。 

Sincerely 

Karen Symonds 
ディレクター 

インターナショナルプログラム
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学生プログラムコーディネーター連絡先情報 

ホームステイコーディネーターサポート

ホームステイコーディネーターがホストファミリーと学生の両方をサポートしています。万が一問題が発生

した場合、コーディネーターがあなたを継続的にサポートしていきます。学校に関する問題が発生した

場合は、通学先の学校の留学生コーディネーターにご連絡下さい。(メールアドレス、電話番号は各

学校連絡先情報をご参照下さい。) ホームステイコーディネーターは学生、ホストファミリー、エージェン

トの仲介役となって関わります。

ホームステイコーディネーターの勤務時間

ホームステイコーディネーターは月曜日から金曜日までの午前 8:30 から午後 4:00 まで 4585 Harvest

Drive にある教育委員会の事務局に勤務しています。時間外はコーディネーターの携帯電話に連絡

することも可能です。インターナショナルプログラムオフィスは、右側のメインドアの向かい、メインフロアに

あります。

地域 ホームステイコーディネーター 電話番号 メールアドレス
Homestay Manager Brent Gibson 604-952-5075 bgibson@GoDelta.ca
Ladner Teri Gallant 604-952-5399 tgallant@GoDelta.ca

North Delta    Tania Hope 604-952-5396 thope@GoDelta.ca
(North Delta Secondary, Delview, Sands and feeder Elementary schools) 

Tsawwassen    Gillian Patrick 604-952-5385 gpatrick@GoDelta.ca

North Delta Michele Ramsden 604-952-5352 mramsden@GoDelta.ca
(Seaquam, Burnsview, and feeder Elementary schools) 

営業時間外、緊急時、週末の場合、以下の担当者の携帯電話、または Karen Symonds(インターナ

ショナルプログラムディレクター)

Brent Gibson 604-319-0493 Manager
Teri Gallant –  604-319-2575
Tania Hope –  604-612-1465
Gillian Patrick –  604-612-4020
Michele Ramsden  604-329-0373
Karen Symonds –  604-396-6862

メールでのお問い合わせは事務所の営業時間内にご返信します。
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   緊急事態に備えて該当する担当者の電話番号をあなたの携帯電話に登録して下さい。 

各高校インターナショナルプログラム連絡先情報 

学校名 担当者名 電話番号 メールアドレス

Burnsview Secondary (BU) Ivana Trinka 604-594-0491 itrinka@deltaschools.ca
Delta Secondary (DE) Jinny Lalonde 604-946-4194 jlalonde@deltaschools.ca
Delview Secondary (DL)  Mark Pocock 604-594-5491 mpocock@deltaschools.ca
North Delta Secondary (ND)  Stephen Platzer 604-596-7471
Sands Secondary (SA)  Emily Lee 604-594-3474  elee@deltaschools.ca
Seaquam Secondary (SE) Wendy Yamazaki 604-591-6166
South Delta Secondary (SD) Sandra Adamson 604-943-7407

wyamazaki@deltaschools.ca 
sadamson@deltaschools.ca

インターナショナルプログラム事務所連絡先情報
インターナショナルプログラム

ディレクター 

(学生後見人)

Karen Symonds 604-952-5372
604-396-6862(cell)

ksymonds@GoDelta.ca 
(fax)604-952-5383 

学区主任 

高校サポート 

（サウスデルタ地域）
Claire George 

604-952-5370
604-562 4064 cell)

cgeorge@GoDelta.ca 

学区主任 

高校サポート 

（ノースデルタ地域）
Dean Eichorn 

604-952-5332
778-549-6891(cell)

deichorn@GoDelta.ca 

Homestay manager Brent Gibson 
604-952-5075

604-310-0493 (cell)
bgibson@GoDelta.ca

学区コーディネーター 

小学校サポート Kimberley Grimsey 604-952-5394
kgrimsey@GoDelta.ca

マーケティングマネージャー/スペ

イン・ポルトガル語圏学生サポー

ト 

Israel Aucca 
604-952-5301

604-230-0299(cell)
iaucca@GoDelta.ca 

韓国人学生サポート Elaine Chu 
604-952-5305

778-988-6069 (cell)
echu@GoDelta.ca 

Dongmei (Lily) 
Yang

中国人学生サポート
604-790-9304 (cell)

dyang@GoDelta.ca

日本人学生サポート Akane Nishikiori 
604-952-5381

604-841-0123 (cell)
anishikiori@GoDelta.ca

ベトナム人学生サポート Tiana Pham 
604-952-5392

604-861-8876 (cell)
tpham@GoDelta.ca

管理スタッフ/ホームステイ費 Michelle Lu 604-952-5327 mlu@GoDelta.ca

管理スタッフ/学生登録 
604-952-5367

入学手続き/記録 Sungmin Kang 604-952–5302 skang@GoDelta.ca

splatzer@deltaschools.ca

AkikoTakao 

Harleen Muker 604-952-5366

atakao@GoDelta.ca 

hmuker@GoDelta.ca

604-952-5344

5



37 学区(デルタ) 

留学⽣のためのホームステイガイドライン 

デルタ学区ではホームステイプログラムへの参加を、全留学⽣に奨励しています。  デルタ学区指定のホストファミリーは、学⽣に適切な⽣活環境を提供すべ
く、⾯接と家庭訪問などを経て厳選された家庭です。 学区 ホームステイコーディネーターは、ホームステイ選定に際し全ての⼿配を⾏い、両親、学⽣、ホストフ 
ァミリー、学校そして後⾒⼈と連絡を取ります。ホストファミリーは⼀般市⺠であり、学区職員としての⽴場で⾏動しているのではない事をご理解下さい。 

デルタ学区のホームステイプログラムに参加しない学⽣は、お申し込みフォーム 8 ページ⽬にある、ホームステイプログラム棄権証書に学⽣保護者からの署名
を必ずご記⼊下さい。また学⽣は、25 歳以上の⼤⼈と居住する必要がある事に留意して下さい。 

到着:   学⽣は出発・到着時間のスケジュール、空港への迎え等、ホームステイコーディネーターが前もって把握すべき特別なアレンジを必要とする場合、必ず
事前にプログラム管理者に知らせてください。 

帰国： 例外無しに、学⽣は学費納⼊期間最終⽇までにホームステイを退去しなければなりません。 

ホームステイプレイスメント・管理費：学生は毎年、年間$500 のホームステイプレイスメント/管理費を支払います。返金不可。

ホームステイ費:  ホームステイ費は⽉の第⼀⽇⽬から最終⽇までの滞在期間の料⾦とします。 ホームステイ費は毎⽉第⼀⽇⽬までに直接ホストファミリーに
⽀払いをしてください。 ホームステイ費は⽉々＄950 です。 もし到着が第⼀⽇⽬以降になった場合、＄32/泊の⽇割りでその⽉のホームステイ費を計算しま
す。 また、ほとんどのホストファミリーは、学⽣を訪問するご両親の滞在を受け⼊れる事は出来ません。

学⽣の休暇 (通年− 9⽉1⽇〜6⽉30⽇) 

年度の間、休暇やその他の理由で不在にする場合でも、ホームステイ費の全額を⽀払う必要があります。 

学⽣の休暇 (夏季− 7⽉1⽇〜8⽉31⽇) 

夏の期間中、学⽣は不在の⽇数分、通常のホームステイ費の半額($１５/泊)を⽀払うことになります。 

学⽣が3週間以上ホームステイ先を離れる場合は、学⽣の持ち物を箱詰めし、部屋を空室にする事も出来ます。(ホストファミリーがその間、他の学⽣または
その他の理由で部屋を使⽤できる様にするため) この場合、この期間に⽀払うホームステイ費は必要ありません。夏の間、学⽣の荷物を地下室かガレージ
に保管してもらえるかどうか、学⽣とホストファミリーの双⽅が同意した場合に決定することができます。ホストファミリーは、$50/⽉の保管料を請求する場合が
あります。 

ホームステイの設備:

設備:  各学⽣にベッドと寝具、タンス、勉強机、いす、 デスクライト、ゴミ箱、クローゼットが備わった個室が提供されます。 また、お⾵呂場・トイレ・洗濯場や
家の共有部分への利⽤もできます。 

⾷事:  学⽣は⾷べ物の好み・アレルギー有無をホストファミリーに伝えておかなければなりません。 学⽣は⼀⽇ 3 回の⾷事と必要に応じておやつが提供され
ます。  学⽣は、温かいもしくは冷たい、例えばシリアル/トーストと飲み物といった朝⾷を各⾃で⽤意することがあります。  昼⾷は、サンドイッチ、果物、スナッ
クと飲み物などまとめたものを学校⽤に⽤意されます。  ⼣⾷は通常温かい⾷事を家族と共に頂きます。  もし家族が夜に外出する場合、学⽣のために⾷
事は⽤意されます。週末の⾷事形態については、お互いに相談します。
家でのルール:  ホストファミリーは⼊居する学⽣とともに、家庭内でのルール、例えば⾷事時間、就寝時間、 お⾵呂の使⽤ルール、洗濯のスケジュール、学⽣
宛電話の着信時間、パソコンの使⽤時間、⾨限などの規則を確認します。 ホストファミリーの中には、上記のルールを形式的に書⾯として⽤意する⽅もいら 
っしゃいます。
学⽣ハンドブック：学⽣は、学⽣ハンドブックに書かれている学校およびホームステイ規約に従わなければなりません。
礼儀:  学⽣は家の中では常に英語を話し、ホストファミリーに敬意を払わなければなりません。  電話とコンピュータの使⽤については、きちんと話し合い、取り
決めをしてください。ホストファミリーが⾨限を設定しますが、週⽇は午後 9 時半、また週末は深夜 0 時までには家に戻ることを提案します。  友⼈宅へのお
泊りはホストファミリーの許可を得なれければなりません。但し、成⼈（25 歳以上）の監視下のみ許されます。
家族旅⾏:  ホストファミリーは、クリスマスや春休みなどで旅⾏に出る事があります。その際、学⽣を⼀緒に誘う家族もいるかもしれません。  学⽣はその予定
について、学⽣の両親と相談した上で、両親から書⾯での許可をもらう必要があります。  旅⾏費⽤や個⼈出費などはホストファミリーと共に決めます。  も
し、学⽣がホストファミリーの旅⾏に同⾏できない場合、ホームステイコーディネーターが⼀時滞在の為のホームステイ⼿配を⾏います。
通知届け:  ホームステイ変更をする場合、少なくとも 2 週間前にその旨をホストファミリーに通知するか、もしくは、2 週間分のホームステイ費を⽀払わなけれ
ばなりません。

ホームステイコーディネーター連絡先:  あなたのエリアのホームステイコーディネーターの連絡先は、デルタ学区ウェブサイト GoDelta.ca にてご確認ください。
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デルタでの年間通しての服装 

※注意：あくまでも荷造り時の参考として下さい。 

３・４・５⽉ 

- セーター (フリース, ウール, 綿, 等)

- パーカー, ジーンズ
- ⻑袖、T-シャツ
- パジャマ 

- 傘
- サングラス
- 7 – 10 ⽇分の下着と靴下

６・７・８・９⽉ 

- 半ズボン、薄⼿のズボン、スカート
- T-シャツ、薄⼿のジーンズ
- スニーカー
- ⽔着、帽⼦、サングラス 

- サンダル
- 薄⼿のセーター
- 薄⼿のパーカー

- ７−10 ⽇分の下着と靴下

10・11 ⽉ 

- レインコート、傘、コート
- ⻑靴・靴
- ⻑袖シャツ
- パーカー、セーター
- ジーンズ、スウェットパンツ 

- ⼿袋
- 暖かいパジャマ、スリッパ

- 7 – 10 ⽇分の下着と靴下

12・1・2・⽉ 

- コート、傘
- ジーンズ、ズボン、上着、パーカー
- ニット帽
- ⼿袋、マフラー
- 春・秋の服
- 暖かいパジャマ、スリッパ
- 7 – 10 ⽇分の下着と靴下

スキーの服装- 防寒防⽔⼿袋

- スキーパンツ、スキージャケット、ゴーグル、
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カルチャーショック

カルチャーショックは新しい国に到着して誰もが経験する心理プロセスのことです。カルチャーショックには

4 つの段階があり、その影響力は人それぞれ異なります。カルチャーショックをうまく対処するためのポイ

ントは、それぞれの段階、また各段階で異なる感情は全て正常なものだということを理解することです。

多くの人がカナダと母国での様々な違い、毎日英語を使用することに疲れを感じる様になります。お伝

えできるのは、ほぼ全ての学生がこれらの感情を乗り越えデルタで素晴らしい経験をしているという事で

す。

ハネムーン期

学生が最初にカナダに到着した時、何もかも新しく、興味深く、素晴らしい、面白いと感じます。

新しい文化での生活を始める必要のない旅行者に多くみられます。期間は数日から数ヶ月続きます。

苦悩期 

このステージでは、帰国するまで長い期間海外で生活をしなければならないという現実に直面します。

最初の頃に興味深く感じた文化の違いが負担になってきます。あなたは混乱し、孤独感、途方にくれ

るような感情を抱くかもしれません。この段階では新しい事、特に英語を勉強することに疲れてしまうか

もしれません。 

ショック期

このショック期を理解する事が最も重要なポイントです。このステージでは一部の学生はカナダでの生

活にイライラしたり、不満を感じます。常に母国の文化と比較してしまうためその違いに嘆き悲しみます。

でも心配しないで下さい、これは自然なことなのです。重要なのはこのステージでの感情をきちんと認

識し、それに屈しないことです。

充実期 

以前感じた不満や挫折したことを受け入れることによって、文化の違いや言語の問題は徐々に改善し

始めます。これはあなたの海外留学があなたの希望通りのものになっていく段階です。あなたは学校や

コミュニティー、ホームステイ先でリラックスし、自信を感じているでしょう。

上記の各段階を意識することも重要ですが、それと同様に必ずしも全員が同じようにこれらの段階を

体験するわけではないという事を把握しておく事も重要です。一部の学生はカナダ到着後すぐにホーム

シックに陥ってしまいます。また一部の学生は不満やショック期を体験せず充実期にスキップする場合

もあります。ポイントは今自分に何が起こっているかを認識し、これらの問題にホームステイコーディネー

ター、学校のカウンセラーなどからいつでもサポートを受けられる事を覚えておくことです。

カルチャーショックを最小限に抑えるコツと秘訣

リサーチをする。日本を出発する前から、カナダ到着後に驚くようなことがあるという事を知っておきましょ

う。インターネットを利用したり、ホームステイコーディネーターにメールで好きなだけ質問したりする事を躊

躇しないで下さい。

広い心を持つ。 人と比べたり判断を下したりしないようにしてください。カナダはあなたの母国と異なりま

す。それも理由の一つとして、留学経験するという事をあなたは選択したのです！様々な物の違いを学

ぶため、自分に挑戦しましょう。その方法が間違っていたり、劣っていると却下しないで下さい。 
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参加する。 学校のクラブやスポーツチームに参加し、可能であればそのコミュニティーで積極

的になってください。 

辛抱強くなる。 新しい環境に順応するため、新しい友達を作るため自分自身に時間を与えて下さい。

自分にプレッシャーをかけないで下さい。順応するには時間がかかります。

アクティブでいること！ 身体的に良いと感じる事は精神的に良いと感じることに役立ちます。あなたの

毎日の習慣、学校の時間割に体を動かすことを取り入れて下さい。

リラックスする。 １日の中に心を休ませる時間を作るようにして下さい。勉強、英語を話すこと、新しい

国の文化や日常の現実を乗り切っていくのには多くのエネルギーを必要とします。音楽を聴いたり、イン

ターネットを利用したり、あなたの母国語で書かれている本を読んで一日の中での“息抜き”の時間を

楽しんで下さい。

家族と繋がる。 家族や友人と連絡を取り合う事はあなたが海外に滞在中貴重なサポートになるでし

ょう。しかし、あまりに頻繁に連絡を取り合う事は逆効果になる場合があります。新しい友達を作ったり、

アクティビティーに参加したり、あなたの勉強の妨げにならないよう、適度に家族や友人と連絡を取り合

いましょう。

健康を維持する。 あなたを快調にしてくれる食べ物を食べましょう。夜はぐっすり眠りましょう。ビタミンな

どのサプリメントを摂取することを検討して下さい。病気だと感じたらクリニックに訪れる事を躊躇しない

で下さい。 

助けを求める。 あなたはデルタで一人ではありません。あなたが悲しい、孤独や挫折を感じている場

合、あなたのホームステイコーディネーターまたは学校のスタッフに相談して下さい。 

全ての中で最も重要な事： あなたがカナダに来た理由を忘れないで下さい！違いがあり、挑戦していくことは

当然です。もしカナダがあなたの国と同じであれば、ここに来る理由はないでしょう。

文化、風習とエチケット 

一般的にカナダ人は、気楽で楽しいことが大好きです。私たちは簡単に気分を害したりしません。しかし、いくつか文

化的なことで予想される点、注意すべき点があります。常識に従って、以下のいいこと、いけないことに留意して

下さい。 

 家に入る前にノックして下さい。(そして中に入るよう言われるまで待つようにして下さい。)

 誰かの家に入る時、靴は脱ぎましょう。

 人にぶつかった時”excuse me” (すみません)と言いましょう。

 建物の中に入る時は、誰かのため(たとえ知らない人でも)にドアを開けてあげましょう。

 起床時にはホストファミリーに “Good morning.” (おはようございます。) と就寝前には “Good night.” (おや

すみなさい。) と言いましょう。(何も挨拶せずに自分の部屋を出入りしないようにしましょう。)

 鼻をかむ時はティッシュを使用しましょう。(鼻をすする音は大変失礼なので、人前では鼻をすすらないで下さい。)

 可能な限り人前ではゲップしないようにしましょう。

 口を開けながら食べたり、音をたてて食べないようにしましょう。

 大人に年齢を聞かないようにしましょう。(あなたがその人と非常に仲の良い場合を除いて)
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一般的にカナダ人は起床時間が早く(午前 6 時～7 時)、夕食を早めの時間に食べ(午後 6 時頃)、早く(午後 10 時～11 時)

就寝します。夕食はスケジュールされた時刻に食べるので、その時間に遅れたりせず、夕飯の時間を守る事が重要です。 

一般的に寝室のドアは、その人がプライバシーを望まない限り開いたままになっています。ドアが閉まっているという事は、あなた

は必ずドアをノックして「入っても良い」という合図を待つ必要があることを意味します。もしあなたが常にドアを閉じた状態で

部屋にいる場合、カナダ人は奇妙だと思うでしょう。トイレは通常、人が入っていない場合は開いたままになっています。 

あなたはホストファーザーのために、ホストマザーと同じ敬意を示す事が重要です。 

カナダ人は誠実さを大切にし、通常非常にはっきりしています。あなたがミスをおかし、問題を解決しようとする時は、まずすぐに

謝りましょう。アイコンタクトを取りましょう。アイコンタクトは正直さと誠実さを意味し、カナダでは非常に重要とされています。 

カナダ人は公共の場で静かに話します。あなたの話し声や笑い声の音量を下げましょう。大声での電話での会話は、カナダ人

には迷惑なので携帯電話で話す時は静かに話しましょう。 

カナダ人は静かに食べます。(音、特にズルズルと音をたてて食べないようにしましょう。) 口を開けたまま食べる事はカナダでは非

常に不快とされているため、口を開けたまま食べる事はしないで下さい。 

カナダ人は口臭を防ぐために、よく歯磨きをします。衣服は不快な臭いがしないように着替え、

デオドラント剤を使用します。カナダ人は一日に一回はシャワーかお風呂に入ります。
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学校で 

差別に寛容はしません: 

カナダの社会の中で男女の役割を認識することが重要です。女性と男性は家の内外で平等です。一

般的に家事は共同責任になります。

カナダは自由で多文化な社会です。いかなる種類の差別も許されません。カナダでは、移民者や旅

行者の全てを含む人々は人種、民族、性別、宗教、性的指向や障害に関わらず平等に扱われる権

利があります。

重要: 全ての学生は国籍を含め、上記に記載事項いずれにも関わらず、お互いが平等に扱われるこ

とになっています。いかなる手段で他の学生をいじめた場合、留学生プログラムから解雇の対象となり

ます。 

礼儀正しく。 ”please” (お願いします。) と’”thank you” (ありがとう)を必要に応じて言い

ましょう。また、  援助を必要としたり、誰かの注意をひく必要がある場合は、”excuse me” 

(失礼します。)と言いましょう。人が話している最中、特に先生が話している時は話を中断し

ないようにして下さい。  

手を上げて先生があなたの名前を呼ぶまで待ちましょう。これは全ての教室での礼儀です。 

適切なスキンシップ: 

カナダ人は個人の空間を大切にしますが、いくつかの形態でスキンシップをする事が一般的

です。握手は初めて誰かに紹介された時にするのが日常的で、相手の背中を軽くたたくのは

その人をサポートする時、またはお祝いする時にするのが一般的です。ハグは誰かを励ました

り、お別れの時にするのが一般的です。

先生に挨拶する:

カナダ人はお互いを下の名前を呼び合って挨拶します。しかし教室の中では先生に対して

MR./ Mrs./ Ms.に先生の苗字を付け加えて呼びます。例）Mr.Smith

個別指導: あなたが個別指導を希望する場合は、資格のある講師、個別指導サービスを

紹介しますので、あなたのホームステイコーディネーターに相談して下さい。
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新しい家での生活

カナダの家庭での生活はおそらくあなたの想像した通りでしょう。ホストファミリーは子どもがいる場合、いない場

合、両親、またはシングルペアレントと様々です。

暖房と電気: 

カナダのほとんどの家はセントラルヒーティング(天然ガス炉)になっています。一般的に家の中は昼の間暖かく保

たれ、夜になると涼しくなるように保温されています。家は良く構築、断熱されています。しかしながらカナダ人は

涼しい温度を好みます。あなたが家の中が寒いと感じたら、ホストファミリーに寒いという事を伝え、毛布を余分

にもらう等して下さい。カナダ人は家の中ではセーターやスリッパなど暖かい服を着用します。

カナダの電気供給と電源コンセント(ソケットと壁のプラグ)は、アメリカのものと同じです。電気の供給は 110 ボル

ト、60 ヘルツ(1 秒あたりのサイクル数)です。カナダ人は通常非常にエネルギーを意識しています。あなたが部屋

を離れる時は部屋の明かりを消し、家電製品やその他の電子機器の電源がオフになっている事を確認してくだ

さい。

食べ物と飲み物 

一般的に家族は一日に三度食事を取ります。通常平日の朝食は早くて簡単なものです。シリアルやトーストが

一般的で“セルフサービス”(自分で作る)の場合もあります。ほとんどの家庭ではホストファミリーが用意してくれた

ランチを学校に持って行きます。夕食は一日の中で一番大切な食事です。それは、食べて、リラックスして談笑

する時間です。中には残り物をよく食べるカナダ人もいます。残り物は次の日のランチや夕飯になることもありま

す。

夕飯の時間を大切にして下さい。この時間はあなたとホストファミリーが一緒に過ごし、あなたの英語力を向上さ

せる絶好の機会です。 

夕食の時間までに帰宅することと、もしあなたがお友達と一緒に出かける予定があれば、必ず事前に夕飯がい

らない旨をホストファミリーに伝えて下さい。 

カナダの食品は非常に折衷的です。カナダ人の家庭では一週間の夕食の中で、イタリアのパスタ、中華炒め、

北米スタイルのバーベキュー、英国式のポットローストなど様々な料理を食べます。地元のスーパーでは世界中

の食材が置いてあります。もし、食物アレルギーがある場合はホストファミリーに伝えて下さい。またあなたの好き

な食べ物も彼らに教えて下さい。食事は通常“ホームスタイル”で提供されます。これはテーブルの上に置かれた

様々な料理を自分でお皿に取り分けて食べるスタイルの事を言います。

注: デルタの水はきれいなので水道の蛇口から直接飲む事ができます。多くのカナダ人はペットボトルの水を飲

用することは健康や環境に良くないと感じています。BC 州の水道水は地元の山から流れてくる世界の中で最

も綺麗な純水です。ホストファミリーが水道水を提供する事に、安心して下さい。 
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バスルームと洗濯室 

多くのカナダ人は仕事や学校に行く前の朝にシャワーを浴びます。朝のバスルーム使用時に混雑が生じないよう

にあなたの家族とバスルームの利用時間を話し合って下さい。もしあなたが夜シャワーを使用する場合は家族の

邪魔にならないよう午後 9 時までに済ませるようにして下さい。カナダでの平均的なシャワー使用の時間は 10

分です。カナダのお湯タンクは比較的小さいので、長時間のシャワーは家族全員分のお湯を使用してしまいま

す！ 

バスルーム使用後は清潔に乾燥させておくようにして下さい。配水管が詰まらないようにシンクや浴槽にある全て

の抜け毛を取り除いてゴミ箱に捨てるようにして下さい。あなたがバスルームを使用した後は、使用前と同じ状

態になっているようにして下さい。 

カナダの下水道システムは高容量で配管は耐久性があります。使用したトイレットペーパーは便器に捨て、女

性用生理用品はゴミ箱に捨てて下さい。

カナダ人は約週一回洗濯をします。汚れた服はホストファミリーが用意した洗濯かごにいれて下さい。ホストマザ

ーは白い服、下着、暗い色の服とジーンズ類をそれぞれ分けて別々に洗います。カナダ人はアジア諸国のように

下着を手洗いしたり、洗濯物を干して乾かしたりはしません。ほとんどのカナダ人は

洗濯をする日まで十分な数の下着(7～10)を持っています。十分な数の靴下と下着を持参して下さい。

カナダ人はプライバシーを尊重します。 寝室に入る時はノックをして、「中に入っていいよ」と言われるまで部屋の

外で待ちましょう。寝室やバスルームに勝手に入らないで下さい。彼らの寝室はプライベートな空間ですので、ホ

ームステイファミリーが留守の間、入らないで下さい。

あなたのプライバシーはカナダ人家庭にとって重要であり、また彼らはあなたの寝室を同様に尊重します。ただし、

ホストの両親は、大人としてあなたが部屋を留守にしている間、様々な理由で部屋に入る権利がある事を覚え

ていて下さい。(例、掃除等)

ホストファミリーと交流しましょう。ドアを閉めたまま部屋にいないようにして下さい。リビングルームに座って雑誌を

読んだり、ホストファミリーと一緒にテレビを見たり、キッチンでお手伝いしたり、家族のパーティーに参加しましょう。

カナディアンファミリーの生活は堅苦しくないものです。家族はふざけたり、冗談を言ったり、両親をからかったりもし

ます。両親は丁重に扱われますが、気軽でふざけたりもします。

カナダ人はペットが大好きで、家族同様にペットを扱います。飼い主と同じベッドで夜寝ることもあります。家の中

で動物を傷つけたりいじめたりしないで下さい。
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ホームステイルールと予想されること

１．学生は以下のガイドラインに従う責任があります： 

2.ホームステイの保護者は以下を学生に提供する責任があります：

ホームステイ保護者が提供するもの：

 清潔で監視の行届いた環境

 週単位で清潔なベッドシーツとタオルが用

意される

 1 日 3 回の食事―朝食、昼食、夕食、

おやつ

 指示を守っての家の中の設備の使用

 教育委員会と連携した年齢に応じたル

ール

 ベッド、寝具、机、ライト、ドレッサー、窓、

本や学校の教材を保管する場所付きの

プライベートルーム

 家の鍵

 インターネットの使用

 勉強、学校の課題を終わらせる為の機

会、空間、時間の提供

 可能であれば宿題と課題の手伝い

 必要に応じて、生徒の成績について学校

との連絡、懇談会への参加

 空港送迎

 学校まで徒歩 20 分以上かかる場合の

送迎

学生は 

 ベッドルームとバスルームを綺麗に整頓、

キッチンを使用後は自分で片付けること

 ホームステイの門限や学校のルールに従う

こと

 友達をホストファミリーの(両)親に紹介

し、招待するときは承諾を得ること

 ホストファミリーの(両)親に行き先、誰と行

くのか、何時に戻るのか伝えること

 家族、彼らの所持品、家庭のルールに敬

意を示すこと

 外出時は、携帯電話で常に連絡が取れ

るようにすること

 ホームステイの許可なしに寝室に食べ物

と飲み物を持ち込まない

 いかなる損害が発生した場合はホームス

テイに弁償する

 家族の行事に参加するよう努める

 旅行でローワーメインランド地域と国外を

離れる場合は、両親、学校のコーディネ

ーターから書面で許可を得ること

 学生の寝室に異性を入れてはならない
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生活面 
家族との関わり： 

学生は家族の一員としてホームステイに滞在し、家族の行事に参加する事をお勧めします。家族との会話や

時間のために、家族と学生が一緒に夕食を食べる事をお勧めします。週末に地域のレクリエーションセンターを

活用したり、地元の教会の若者グループなどによるコミュニティー活動に積極的に参加しましょう。 

************************************************************************ 
電話の使用: 

学生は家族の電話を使用することが可能ですが、長距離電話をする時はコーリングカードを使用してください。 

携帯電話： 

 カナダでは携帯電話が必要であると認識しましょう。ホストファミリーは学生が外出時あるいは緊急時に

備え、学生と連絡を取る必要があります。

 携帯電話には、必ずテキストと留守番電話機能があること。

 外出時には、携帯が必ず充電されていること。

 外出時には、直ぐに携帯に出られるようにすること。（電源を切らないで下さい。）

 ホストファミリーの家族全員が、携帯電話を持っていること。

 緊急時に備え、インターナショナルプログラムディレクターの電話番号を必ず学生の電話に登録してくだ

さい。 - Karen Symonds 604-396-6862

***************************************************************************** 
パソコンの使用: 

ホストファミリーは学生が家からメールをチェックしたり、学校のプロジェクトのためにコンピューターへのアクセスを提

供する必要があります。ホストファミリーは学生へ無制限のインターネットの使用時間を与える必要はありません。

時にはホームステイが学生のインターネットの使用時間を制限する場合があります。

万が一学生が不適切なサイトにアクセスしているのをホストファミリーが発見した場合、ホームステイコーディネー

ター、両親に報告します。学生がポルノを閲覧しているのが発覚した場合は、直ちにパソコン利用の停止があり

ます。

************************************************************************* 
家事と洗濯 

学生は自分で部屋をきれいにしておかなればなりません。食器を片付ける手伝いや食洗機にいれたり、学生の

年齢に応じての家事をお願いされる場合があります。 
*************************************************************************** 
子守と犬の散歩: 

留学生は、幼児の世話や犬の散歩をする責任がありません。 
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門限 

カナダの家庭では他のいくつかの文化と比較して、とても早い時間に就寝します。ホストの両親は午後 10 時～

11 時には寝るので、その時間は家の中が静かになります。宿題をするためにその時間以降起きている場合は

静かにするようにして下さい。(他の皆は寝ています。) カナダでは 9 時半以降は誰にも邪魔されたくない時間の

ため、この時間以降に誰かの家に電話する事は失礼にあたります。

 

 

 

小学生: 

大まかに言うと、大抵の家族は日曜日から木曜日の間、門限を午後 7 時～8 時に定めています。そして週末

の門限は午後 9 時か 10 時です。 

家から出かける時、学生は： 

 ホストファミリーから事前に承諾を得ること (ホストファミリーはあなたの保護者として承諾しないこともあ

ります。)

 ホストファミリーにどこに行くのか詳細を伝える。

 携帯の充電がフルである事を確認する。

 ホストファミリーに誰と一緒に行くのか、その友達のホームステイの連絡先を伝える。

 門限を守り、その時間以降に帰宅しない。

 バスに乗り遅れたり遅くなったりする場合はホームステイ先に電話を入れる。

高校生: 

大まかに言うと、大抵の家族は日曜日から木曜日の間、門限を午後 9 時～9 時半に定めています。そして週

末の門限は午後 10 時か 11 時です。 

家から出かける時、学生は： 

 ホストファミリーから事前に承諾を得ること (ホストファミリーはあなたの保護者として承諾しないこともあ

ります。)

 携帯の充電がフルである事を確認する。

 ホストファミリーにどこに行くのか詳細を伝える。

 ホストファミリーに誰と一緒に行くのか、その友達のホームステイの連絡先を伝える。

 門限を守り、その時間以降に帰宅しない。

 バスに乗り遅れたり遅くなったりする場合はホームステイ先に電話を入れる。

外泊: 

学生は大人の監視下のみ外泊が認められます。あなたのホストファミリーは外泊先の家に電話をし、外泊の許

可を得ているのか確認する必要があります。ホストファミリーが事前に相手の親と話をし、確認が取れるように

全ての連絡先を伝えておいて下さい。様々な理由で、あなたの予定に対して許可が下りない場合があります。
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友達 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

小学生が友達と遠出する場合: 

全ての子ども達と同様に、親は学生の授業時間外の居場所を把握しておく事がとても重要です。あなたが友達と

一緒に出かける時は、ホストファミリーにあなたがどこにいるのか、どこに行くのか、誰と一緒にいるのか、そして帰宅時

間を伝える必要があります。あなたが外出することをホストファミリーから事前に承諾を得なければなりません。通常、

小学生はホストファミリー、または信頼できる大人と一緒ではない限りデルタから離れる事はできません。 

高校生が友達と遠出する場合: 

全てのティーンエイジャーと同様に、保護者は学生の授業時間外の居場所を把握しておく事がとても重要です。あ

なたがショッピングモールや、バンクーバーに友達と出かける場合は、ホストファミリーにあなたがどこにいるのか、だれと

いるのか、帰宅時間、あなたの友達の連絡先を知らせ、携帯電話が充電されている事を事前に確認して下さい。 

ホームステイ先の両親は、様々な理由でノーと言う権利を持っています。あなたが同意しなくても、あなたがカナダに

住んでいる間、彼らはあなたの両親であり、あなたの健康と安全を守る責任があります。

門限を守って下さい。もしあなたがルールを守らない場合、ホストファミリーはあなたの自由を制限する権限がありま

す。

友人の訪問: 

学生は友人を家に招きたい場合、ホストファミリーに承諾を得る必要があります。ほとんどのホームステイ先の保護者

は時折のお泊り会は大丈夫ですが、常にホームステイファミリーの都合を確認する必要があります。失礼のないように

して下さい。通常ホストファミリーは学生が友人を家に招く事を歓迎しますが、時には都合の悪い時もあるので必ず

許可を得るようにして下さい。 

近郊地域への日帰りスキー： 

近郊地域へ友達と日帰りでスキーへ行く場合、必ず前もって計画を立てること。 

１． スキーへ行く友達全員の名前、携帯/家の番号（また、ステイ先の連絡） 

２． その日の予定を把握する事－どの山へ行くのか、外出帰宅時刻、公共移動手段 

３． 日中、連絡を取り合う計画をする－定時にテキストをする、山を下りた時、帰宅時にテキストあるい

は電話で連絡を取る 

４． 必ず携帯電話の電源を入れ、充電が十分である事 

５． バディを決めてスキーをする －単独行動はしない 

６． 集合場所、集合時間を決める 

７． 学生がこれらに従わない、あるいは懸念事項がある場合、ホストファミリーは後見人に連絡する事 

８． ホストファミリーは学生の日帰り旅行に関し、思慮分別ある保護者として対応し、その日の予定が適

切で容認できるものであるかを確認する事 

９． 何か懸念事項があったり、学生が規定を守れる程の責任感がない、あるいは守れないと考えられる

場合、ホストファミリーはその旅行を認めない権利があります。初心者は大人が同行、あるいは認定

されたインストラクターとスキーをする事。 
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ホームステイ費
ホームステイ費:

毎月 1 日にホストファミリーにホームステイ費を支払って下さい。(＄950/月)  ドイツからの留学生や、団体留

学生は、教育委員会にホームステイ費の前払いをしているので、支払う必要はありません。そうでない学生はホ

ストファミリーに直接払って下さい。

長期休暇中の費用(2019 年 9 月１日から適用) 

 
 
 
 
 

両親の訪問: 

ホームステイプログラムは学生が学校に通っている間、学生の住居を提供しています。事前にあなたのご両親が

訪問する事をホストファミリーに伝え、彼らの滞在が許可されれば、一泊 35 ドルでホームステイ先に滞在が可

能です。

 ホームステイ費は1ヶ月＄950で計算されます。 (もしくは延長一泊＄32)

 学生の休暇(通年-9月1日～6月30日): 

 学年度の間、学生は休暇やその他の理由でホームステイ先に滞在しない場合でもホームステイ費の全額を支 
 払う必要があります。 

 学生の休暇 (夏季－ 7月1日～8月31日): 
 夏の期間中、学生は休暇の日数分通常のホームステイ費の半額($16/泊)を支払う必要があります。 

 但し、学生が3週間以上ホームステイ先を離れる場合は、学生の持ち物を箱詰めし、部屋を空室にするオプシ 
 ョンがあります。(ホストファミリーが他の学生に貸し出したり、別の用途で部屋を使用できる状態にします。) この 
 ケースでは、この期間に支払うホームステイ費はありません。その間、地下室やガレージに学生の持ち物を格納
 するためのスペースがあるかどうか、学生とホストファミリーの双方が同意した場合に決定することができます。ホス 
 トファミリーはこのサービスのために$50/月の保管料を請求する場合があります。

家の中の損傷 

学生は、家の中で損傷が発生した場合は速やかに弁償する責任があります。万が一事故が発生しても、生

活している中で起こりうるごく自然の事なので怖がらないで下さい。予期せぬ事態が発生しても誰もあなたを怒

る人はいないでしょう。その時は素直にホストファミリーにお詫びしましょう。彼らは修復が可能かどうか確認し、私

達は問題の解決策を考えだします。 
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ステイ先の変更

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

ステイ先の変更:

新しい家での生活は、あなたが慣れている文化や家庭環境と大きく異なるため慣れ

るまでに少し時間がかかるでしょう。到着してすぐ時差と長旅の疲れで、新しい家での

暮らしを不快に感じるかもしれません。生活に慣れるまでしばらく様子を見て、もし何

か困った事があればホストファミリーに話して下さい。カナダ人はオープンマインドなので

あなたが大変な思いをしているのであればそれについて話し合いをする事を好みます。

もししばらく経ってもホームステイの変更を希望される場合は、ホームステイコーディネ

ーターやディレクター(Karen Symonds)までご連絡下さい。もし何か問題がある場合

は、まずそれは誤解が生じて起きたものなのかどうかを確認します。ステイ先を変更す

る場合は、いくつかある選択肢の中からあなたの気に入った家を選択する事が可能で

す。 

ホームステイ先の変更は必ず 2 週間前までにホストファミリーに知らせて下さい。あな

たは新しい家にすぐ移動する事も可能ですし、(2 週間ずつ 2 つのホームステイ先に費

用を支払う場合)、始めの 2 週間は最初の家に滞在し、その後新しい家に引っ越す

事も可能です。ホームステイコーディネーターがこのような状況、ホームステイ先変更の

プロセスのサポートをします。
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制限

車の運転: 

留学生はカナダに滞在中、運転免許証の取得、または車の運転は禁止されています。 

外泊： 

ウィスラーやその他地域への外泊旅行は、必ず教育委員会からの許可、また教育委員会が連絡を取れ、且

つ信頼の置ける 25 歳以上の大人の監視が必要です。ホームステイは学生が計画している旅行の詳細を学

区に報告しなければなりません。

ヒッチハイク:

ヒッチハイクは禁止されています。

喫煙: 

喫煙はいかなる学生にも認められていません。カナダでは未成年が煙草を購入する事は法律で禁止されてい

ます。 

薬物/飲酒 

留学生の薬物使用と、飲酒は禁止されています。これらは法律違反であり、即時退学、カナダ国外追放に

つながります。 

アメリカを訪れる:

ほとんどの国の学生は米国入国に際し、米国観光ビザが必要です。また米国旅行のための医療保険の加

入も必要になります。学生は Karen Symonds(インターナショナルプログラムディレクター)に連絡を取ることなく

カナダを離れる事は認められません。また滞在中大人の監督下に置かれる事の証明、あなたの両親からの書

面による許可が必要です。ホームステイファミリーがあなたの米国訪問に承認、手続きのお手伝いができるよう

に事前に相談するようにしましょう。

ツアー旅行、休暇:

学生は大人の監視なしで泊まりの旅行に行くことは出来ません。ツアー会社は大人の監視とは認められませ

ん！ホストファミリー、友人の家族、未成年ではない親戚、教師が付き添いの旅行に出かける事が可能で

す。計画している旅行に関し、きちんと承認してもらえるよう、ホストファミリーに相談しましょう。学校に影響が

出ないよう、休暇、旅行の計画を立てましょう。

有給のお仕事 

カナダ移民局は学生ビザ所持者の有給での仕事は禁止しています。違法就労はデルタ学区から追放される

可能性があります。

20



カナダでの就学

学校の大切なルール: 

1. 全てのクラスに出席する。ー授業を無断欠席する事は禁止されています。出席率の悪さは退

学につながる可能性があります。

2. 遅刻しない。

3. 毎日宿題と課題に取り組み、期限通りに提出する。

4. カンニングや不正行為をしない。

カナダの教育の特徴:

あなたは、あなたの母国とカナダでの教育的価値、システムの相違点に気がつくでしょう。学生にとって、

カナダの教育システムの役割を理解する事は不可欠です。下記は一般的なカナダの教育の特徴で

す:

 学生は積極的に質問する事が推奨されます。カナダの教育の理念は、学生が学習過程に

積極的に参加すべきという考えがあり、ただ座って先生の話を聞いているという受身の姿勢は

好まれません。

 教師と生徒の関係は、他国に比べてフレンドリーな傾向があります。

 グループワークは、学校の学習の中で重要な部分です。協力、寛容、譲歩の価値感を育み

ます。

 ディスカッションはしばしば教育の手段として使用されます。学生が自分のアイディアや意見の

発展、またそれらへの反応を示すために話し合いが行われます。ディスカッションの主な目的の

一つとして、お互いの理解や問題の解決策を探ることです。

 学生はただ情報を得るだけではなく、どのように結論に達し問題を解決したか分析しましょう。

このプロセスの一環として、学生がただ答えを言うだけでなく、どのように答えを出したのかを質

問されます。

 盗作・盗用(他人の作品を自分のものとして提出すること、または他人の作品をコピーして自

分のものとして提示すること)は深刻な罪であり、退学につながる可能性があります!

個別指導: あなたが家庭教師を希望する場合は、資格のある講師または家庭教師サービスを紹介

するので、あなたのホームステイコーディネーターに相談して下さい。 
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カナダでの就学のコツ:

 分からない時は質問しましょう。教師は生徒に質問される事を期待し

ています。与えられた課題をきちんと把握しておきましょう。あなたが静

かにしていると、理解していると思われます。教師は始業前や放課後

に質問や必要な手助けの時間を設けてくれます。

 遅刻しない。時間通りに出席出来ない場合は、事前に学校に連絡

し、理由を説明して下さい。授業を欠席した場合は翌日先生に休ん

だ日の授業の内容を聞きましょう。

 おそらくあなたはカナダのクラス内は、よりラフに感じるでしょう。授業時

間外のスケジュールは自主的に管理しなければなりません。学校の勉

強、英語の学習そしてリラックスできる時間を慎重に計画しましょう。

 期限内に課題を提出する。提出期限内に終わりそうにない時は、先

生に相談して下さい。課題、クイズ、試験をうけなかった場合、埋め

合わせが可能か確認して下さい。

 メモを整理しましょう。

先生からの配布物は全て保管しておきましょう。
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救急と医療 

緊急連絡先カード: 

あなたが外出時、緊急連絡カードといくらかお金を持っている事を確認して下さい。緊急連絡先カードに

はあなたの名前、ホストファミリーの名前、住所、電話番号全てを記載して下さい。 

警察、消防、救急車の助けが必要な場合は 911 に電話して下さい。911 オペレーターは全ての言語に

対応しています。必要に応じてあなたの母国語で利用する事が可能です。911 サービスは無料です。 

医療/歯科 

医療補償: 

カナダ到着時、学生は一時的に Guard Me が運営している民間の医療保険に加入、カバーされます。こ

のパッケージには医療カード、情報、地元のウォークインクリニック(診療所)のリストが含まれています。

あなたが年間を通して滞在する場合、あなたの医療保険はカナダ到着 3 ヶ月後にブリティッシュコロンビア

州のメディカルサービスプラン(カナダ人が利用している政府の医療制度です)に切り替わります。あなたの

MSP カードは学校に送られ、カナダ到着時に受け取った Guard Me カードから交換になります。 

歯科補償: 

通常の歯科治療は、医療保険でカバーされていません。万が一事故で歯を損傷した場合、医療保険で

カバーされます。あなたがここに滞在中に歯科治療が必要な場合は、予約の手続きなどホストファミリーに

相談して下さい。

医療: 

病気を発症した場合、必要に応じて医療診断を受けて下さい。あなたのホストファミリー、または学校の

先生にサポートを求めて下さい。病状が深刻、緊急の場合は直接医療機関に行って下さい。また

Karen Symonds 604-396-6862 とホストファミリーに連絡をして下さい。 

安全のために: 

大金を持ち歩かない。－特に学校には！ 学校では自分の持ち物の管理をして下さい。Ipod、お財布、

ノートパソコン、およびその他のアイテムを放置しないで下さい。ロッカーは完全に安全な保管場所とは言

えないため、盗難から持ち物を守るため、貴重品は常に持ち歩きましょう。他人にロッカーの鍵の組み合

わせ数字を教えてはいけません。
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安全のために 

路上で: 

 通学ルートの計画ー あなたが行く場所を正確に把握し、周囲にあなたの予定を知らせましょう。

 近道、暗い通り、孤立した場所を避ける

 ID(身分証明証)と小額のお金を持つ

 見知らぬ人の車に乗らない

 911 コールはどの電話からも無料でかけられます(公衆電話、携帯電話等)

 常にホストファミリーと友達にあなたの居場所を知らせる

 道を渡る時は、信号機が青になるまで待ち、早足で渡りましょう。‐車があなたのために止まってくれる

事を期待して道路を横切ってはいけません。

自転車: 

 BC 州の法律では自転車に乗る際、ヘルメットの着用が義務付けられています。

 自転車用の交通ルールは車と同じです。標識や信号機に注意して下さい。

 歩道や横断歩道では走行しないで下さい。

 常に鮮やかな色、反射する服とヘルメットを着用して下さい。

 夜はライトを使用する事が必要です。

 自転車に施錠しましょう。自転車ラックにタイヤとフレームを施錠します。U-ロックをお勧めします。

詐欺/詐称 

 路上であなたに近づいてきた人にお金を与えたり、借したりしないで下さい。彼らはあなたの信頼を利

用します。

 あなたが何か購入した際は、レシートに記載されている金額が正しいかどうか確認する。

 使用したクレジットカードが速やかに返却される事を確認する。

 何かを購入する準備ができていない限り、あなたのクレジットカード情報や、カードのコピーを渡さない。

終わりに: 

この経験を受け入れて下さい！良い事や悪い事、緊張や喜びがたくさんあることでしょう。そして最後には、今ま

で想像もつかなかった新しい強みを発見することが出来るでしょう。数十年後、あなたが、あなた自身のユニーク

な方法で国際社会に大きく貢献するような大人に成長した時、海外留学を決意した時の事を振り返るでしょう。

私達はあなたの長い旅の一部である事を誇りに思います！ 
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WELLNESS	RESOURCES 〜⼼の健康のために〜	

BC Helpline for Children: 1-800-663-9122 
- May be called to report when a child or youth under 19 years of age is being abused or

neglected.  There is a legal duty to report your concern to a child welfare worker.

Kids Help Phone: 1-800-668-6868 
- Counselling and mental health support

Kelty Mental Health Resource Centre (www.keltymentalhealth.ca) 
- Counselling and mental health support

Child & Youth Mental Health Walk-In (South End)  
220 – 5000 Bridge Street 
Delta, BC 

Child & Youth Mental Health Walk-In (North End) 
200 – 11861 - 88th Avenue 
North Delta, BC 

Deltassist - 604 594-3455 (deltassist.com) 
- Individual & Family Counseling, Youth Suicide Prevention,

Alcohol and Drug Counselling

Downloadable App for Anxiety:  MindShift 
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